
批
評
・
紹
介

江
村
治
樹
著

春
秋
戟
園
秦
漢
時
代
出
土
文
字
資
料
の
研
究

森

ノレ、
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許
者
が
卒
業
論
文
に
取
り
か
か
ろ
う
と
し
て
い
た
頃
だ
っ
た
。
先
行
研
究

を
集
め
に
関
覧
室
を
物
色
し
て
い
る
と
き
、
車
円
い
表
紙
の

『戟
園
時
代
出
土

文
物
の
研
究
』
(
林
巳
奈
夫
編
、
京
都
大
祭
人
文
科
目
学
研
究
所
、

一
九
八
五
)

が
、
ふ
と
自
に
と
ま

っ
た
。
手
に
と
り
、
ま
ず
自
に
入

っ
た
の
が
著
者
江
村

氏
の
大
論
「
戦
図
新
出
土
文
字
資
料
紙
連
」
で
あ

っ
た
。
膨
大
な
資
料
の
量

と
堅
賓
極
ま
る
考
設
に
、
た
だ
た
だ
竪
倒
さ
れ
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
る
。

著
者
が
出
土
文
字
資
料
研
究
に
取
り
組
み
始
め
た
の
は
、
七
十
年
代
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
時
期
は
中
園
で
科
準
的
後
掘
が
次
々
と
行
わ
れ
、
中
園
古

代
史
の
イ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
塗
り
替
え
ら
れ
る
、
ま
さ
に
丁
度
そ
の
時
で
あ

っ
た
。
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
内
容
の
愛
掘
報
告
が
績
々
と
も
た
ら
さ
れ
、
多
く

の
研
究
者
が
わ
れ
先
へ
と
古
代
史
の
書
き
換
え
に
い
そ
し
む
の
を
横
目
に
、

こ
れ
ら
の
線
慢
的
整
理

・
把
握
を

一
手
に
引
き
受
け
て
こ
ら
れ
た
の
が
、
著

者
江
村
氏
に
こ
そ
他
な
ら
な
い
。
そ
の

一
連
の
成
果
が
七

O
O頁
を
超
え
る

大
著
と
し
て
こ
こ
に
上
梓
さ
れ
た
こ
と
、
こ
の
古
代
史
研
究
の
経
緯
を
振
り

返

っ
て
み
る
と
、
ま
こ
と
に
意
義
深
い
こ
と
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
基
と

な
っ
た
論
文
が
公
表
さ
れ
た
順
に
み
る
と
、
出
土
文
字
資
料
の
個
別
研
究
か

ら
線
程
的
研
究
、
さ
ら
に
中
園
古
代
史
研
究
の
再
検
討
、
と
い
う
著
者
の
お

お
よ
そ
の
動
向
が
見
え
、
非
常
に
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
こ
と
と
し
よ
う
。

序
論

第
一
部
序
章
第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

終
章

第
二
部
序
章
第
一
章

第
二
章

第
三
一
章

移
章

第
三
部
序
章
第

一
章

第
二
議 中

園
古
代
史
研
究
の
課
題
と
史
料

春
秋
時
代
の
青
銅
器
と
枇
曾
愛
動
の
特
質

春
秋
時
代
青
銅
器
研
究
の
目
的

春
秋
時
代
青
銅
嘘
器
出
土
墓
の
地
域
別
編
年

春
秋
時
代
青
銅
種
器
の
新
展
開

春
秋
時
代
青
銅
器
銘
文
の
書
式
と
用
語
の
地
域
別
問
浸
透

春
秋
時
代
青
銅
器
銘
文
の
書
健
の
地
域
別
繁
遜

春
秋
時
代
の
枇
舎
繁
動
の
地
域
的
特
質

-139-

戦
園
時
代
の
出
土
文
字
資
料
と
都
市
の
性
格

戦
園
時
代
の
都
市
の
歴
史
的
重
要
性

戦
闘
時
代
出
土
文
字
資
料
の
図
別
特
質

戦
圏
三
耳
目
諸
園
の
都
市
の
機
構
と
住
民
の
性
格

戦
園
時
代
の
都
市
の
性
格

戦
園
時
代
の
都
市
と
秦
漢
帝
図

春
秋
戦
園
秦
漠
時
代
の
出
土
文
字
資
料
を
め
ぐ
る
諸
問
題

春
秋
戦
図
秦
渓
時
代
の
出
土
文
字
資
料
の
後
見
と
研
究

春
秋
戦
闘
時
代
の
銅
文

・
戟
の
編
年
と
銘
文

戦
図
秦
渓
時
代
の
簡
脱
文
字
の
愛
溢
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第
三
点
同
十
侯
鳥
盟
書
の
性
格
と
廃
史
的
背
景

第
凶
意
笠
宮
一夢
脹
虎
地
出
土
秦
律
の
性
絡

第
五
章
陳
介
被
奮
般
の
封
泥
の
形
式
と
使
用
法

第
六
章
秦
漢
時
代
の
陶
文
の
特
色

あ
と
が
き

序
論
で
は
、
ま
ず
、
戦
後
中
図
古
代
史
研
究
の
問
題
勅
を
述
べ
る
。
従
来

の
泰
漠
史
研
究
は
、
構
造
論
に
せ
よ
地
域
的
研
究
に
せ
よ
、
矛
盾
釘
立
す
る

二
元
的
要
素
を
抽
出
し
そ
の
開
係
究
明
を
目
的
と
す
る
「
二
元
論
」
と
な
っ

て
い
た
と
指
摘
し
、
そ
こ
か
ら
の
脱
却
を
主
張
す
る
。
特
に
東
方
六
園
/
秦

の
差
異
を
先
進
的
/
後
進
的
と
捉
え
る
「
地
域
的
二
元
論
」
に
釘
し
て
、
秦

漠
帝
図
を
「
地
域
的
統
合
髄
」
と
捉
え
る
著
者
は
、
地
域
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を

取
る
こ
と
白
鵠
は
許
償
し
つ
つ
も
、
東
方
六
闘
を

一
括
し
地
域
的
差
異
を
考

慮
し
な
い
こ
と
、
ま
た
な
に
よ
り
漠
代
へ
の
展
望
に
放
け
る
も
の
と
み
な
し
、

こ
う
し
た
「
地
域
的
二
元
論
」
を
退
け
る
。
こ
れ
ら
の
つ

一
元
論
」
を
克
服

す
る
手
法
と
し
て
、
著
者
は
地
域
的
規
勅
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
泰
漢
帝

閣
の
支
配
理
念

・
枠
組
み
を
再
検
討
す
る
こ
と
を
提
唱
す
る
の
で
あ
る
。

地
域
的
差
異
を
見
出
す
た
め
に
、
地
域
の
偏
り
が
顕
著
な
文
献
史
料
よ
り

出
土
文
字
資
料
の
活
用
が
有
数
で
あ
る
、
と
す
る
。
し
か
し
、
出
土
文
字
資

料
は
考
古
資
料
で
あ
り
、
歴
史
撃
に
お
い
て
使
用
す
る
に
は
、
考
古
資
料
を

史
料
に
幾
換
す
る
作
業
が
必
須
で
あ
る
。
故
に
、
各
論
は
そ
の
資
料
に
文
字

が
警
か
れ
た
背
景
を
徹
底
的
に
お
さ
え
る
こ
と
か
ら
始
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

兵
健
的
手
順
は
、
第
一
部

・
第
二
部
を
検
誼
し
な
が
ら
み
て
ゆ
こ
う
。

第

一
部
は
春
秋
時
代
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
春
秋
時
代
を
中
園
史
上
に
お

い
て
重
大
な
枇
合
同
捜
動
期
と
し
て
捉
え
る
覗
鈷
は
従
来
よ
り
唱
え
ら
れ
て
き

た
が
、

こ
こ
で
著
者
が
目
的
と
す
る
の
は
、
そ
の
枇
舎
愛
動
が
お
こ
っ
た
場

所
・
時
期

・
性
質
を
具
健
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
問
題
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
用
い
る
の
は
青
銅
器
で
あ
る
。
青
銅
器
は
枇
曾
身
分

を
表
示
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
同浸
透
と
地
域
差
よ
り
枇
命
日
愛
動
の
性

質
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
著
者
は
い
う
。

第
一
章
で
は
、
青
銅
器
の
編
年
作
業
を
行
う
。
著
者
の
問
題
意
識
か
ら
す

れ
ば
、
地
域
差
が
見
え
て
こ
な
い
従
来
型
の
青
銅
器
編
年
で
は
な
く
、
そ
の

地
域
差
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
新
た
な
編
年
が
要
求
さ
れ
る
の
は
必
然
と
い

え
よ
う
。
著
者
の
設
定
し
た
地
域
匿
分
は
中
原

・
南
方

・
東
方

・
北
方

・
西

方
地
域
の
五
直
分
を
基
本
と
す
る
が
、
中
原
・
南
方
地
域
は
南
北
に
分
け
ら

れ
る
の
で
賓
質
七
直
分
と
な
る
。
時
期
は
お
よ
そ
前
七
七

O
年
か
ら
前
四
五

O
年
ま
で
を
前
中
後
期
に
分
割
し
、
そ
れ
を
さ
ら
に
前
半
後
半
に
分
け
る
。

ま
ず
、
各
青
銅
器
は
、
出
土
し
た
地
勲
、
即
ち
墓
の
所
在
地
に
よ

っ
て
割

り
振
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
出
土
地
が
不
明
で
あ
る
も
の
、
例
え
ば
侍
世
品

は
こ
の
編
年
作
業
で
は
扱
わ
れ
な
い
。
ま
た
、

盗
掘
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い

墓
は
括
弧
つ
き
の
参
考
資
料
扱
い
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
青
銅
器
は
地
園
上

に
定
黙
を
輿
え
ら
れ
、
地
域
ご
と
に
分
類
さ
れ
る
。
地
域
分
類
さ
れ
た
青
銅

器
は
器
形
に
よ
っ
て
編
年
さ
れ
、
さ
ら
に
時
間
軸
上
に
置
か
れ
る
。
青
銅
器

編
年
を
基
と
し
て
出
土
し
た
纂
を
編
年
し
、
そ
の
墓
を
鼎
の
数
に
よ
っ
て
序

列
化
す
る
と
い
う
、
さ
な
が
ら
石
橋
を
叩
き
な
が
ら
の
編
年
作
業
が
進
め
ら

れ
る
。
墓
の
時
間
的
援
護

・
地
域
的
差
異
と
い
う
二
つ
の
要
素
が
、

十
三
頁

に
も
お
よ
ぶ
表
一

l
七
と
し
て
図
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
行
っ
た
編
年
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
次
章
以
降
具
程
的
な
考
察
に
入

る
。
第
二
章
で
は
、
青
銅
器
の
様
態
が
、
い
っ
、
ど
こ
で
愛
化
が
み
ら
れ
る

-140ー
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の
か
を
考
察
す
る
。
要
素
は
四
つ
。
器
形
の
繁
化
・
文
様
の
耕
民
化
・
器
の
組

み
合
わ
せ
の
繁
化

・
新
鋳
造
技
術
の
出
現
で
あ
る
。
器
形
の
饗
化
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
春
秋
期
に
な
っ
て
初
出
す
る
器
形
が
現
れ
た
時
期
・
場
所
を
検
討

す
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
南
方
地
域
の
北
側
に
お
い
て
新
器
種
の
登
場
が
早

く
、
種
類
も
多
様
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
次
に
文
様
の
愛
化
に
つ
い

て
。
特
に
こ
こ
で
は
龍
の
文
様
に
着
目
し
、
そ
の
地
域
別
繁
遷
を
考
察
す
る
。

こ
れ
も
中
原
地
域
よ
り
も
や
や
先
ん
じ
て
南
方
地
域
に
お
い
て
愛
化
が
起
こ

っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
す
る
。
青
銅
器
の
組
み
合
わ
せ
の
愛
化
に
つ
い
て

は
、
春
秋
中
期
以
降
、
大
墓
と
小
墓
に
お
け
る
副
葬
青
銅
器
の
種
類
の
差
異

が
見
え
に
く
く
な
る
、
と
い
う
高
明
氏
の
指
摘
が
、
中
原
地
域
だ
け
で
は
な

く
他
の
地
方
に
お
い
て
も
成
り
立
つ
の
か
を
検
討
す
る
。
検
討
の
針
象
は
主

に
南
方
地
域
と
な
る
が
、
こ
こ
に
お
い
て
も
従
来
上
階
層
の
み
に
て
行
わ
れ

て
い
た
副
葬
器
の
種
類
の
規
定
が
、
土
階
層
に
ま
で
下
降
・
普
及
し
、
新
た

な
規
定
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
新
鋳
造
技
術
の
出
現
に
閉
し
て

は
、
高
明
氏
が
指
摘
し
た
鋳
掛

・
ス
タ
ン
プ
の
使
用

・
象
厳
に
加
え
、
著
者

は
新
た
に
蝋
型
法
を
取
り
上
げ
る
。
蝋
型
法
を
使
用
し
た
最
も
早
い
器
が
、

南
方
地
域
の
北
側
に
属
す
る
漸
川
下
寺
よ
り
出
土
し
た
こ
と
に
注
目
す
る
の

で
あ
る
。
こ
の
四
黙
か
ら
著
者
は
、
中
原
と
楚
と
の
接
壌
地
帯
に
お
い
て
、

新
興
の
階
層
を
含
ん
だ
新
た
な
種
制
が
確
立
し
、
新
た
な
社
曾
秩
序
健
制
が

出
現
し
た
、
と
結
論
づ
け
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
西
周
期
と
の
断
絶
が
み
ら

れ
る
新
た
な
器
種
や
鋳
造
技
術
は
、
こ
の
よ
う
な
新
興
階
層
の
需
要
に
感
じ

る
べ
く
し
て
出
現
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
推
論
す
る
。

以
上
の
考
察
は
、
い
ず
れ
も
器
物
そ
の
も
の
自
程
の
考
察
か
ら
導
き
出
さ

れ
た
結
論
で
あ
る
。
第
三
章
以
降
は
、
い
よ
い
よ
器
物
に
書
か
れ
た
文
字
に

着
目
し
地
域
別
繁
濯
を
探
る
。
第
三
章
は
書
式

・
日
付
な
ど
を
考
察
の
釘
象

と
す
る
。
書
式
に
閥
し
て
は
、
銘
文
に
「
口
之

O
」
と
記
す
書
式
が
登
場
す

る
こ
と
を
指
摘
、
こ
れ
は
従
来
の
ご
と
く
粗
先
な
ど
他
人
に
重
黙
を
置
く
書

式
で
は
な
く
、
自
身
の
所
有
物
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
書
式
で
あ
る
と
す

る
。
こ
れ
よ
り
、
著
者
は
祭
器
た
る
青
銅
器
に
釣
す
る
意
識
の
嬰
化
を
示
す

も
の
と
し
、
さ
ら
に
「
所
有
者
の
現
賓
的
権
勢
を
よ
り
強
く
表
示
す
る
も
の

に
な
り
愛
わ
り
つ
つ
あ
る
」

(九
五
頁
)
と
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
書
式
が

兵
器
の
書
式
の
流
用
で
は
な
い
か
と
い
う
興
味
深
い
指
摘
を
行
う
。
祭
記
に

封
し
て
停
統
的
な
意
識
が
希
薄
化
す
る
傾
向
を
、
日
付
の
形
骸
化
や
願
望
用

語
の
嬰
選
、
さ
ら
に
は
銘
文
を
入
れ
る
こ
と
が
無
く
な
る
こ
と
か
ら
も
譲
み

と
っ
て
ゆ
き
、
青
銅
器
が
権
勢
・
官
閏
の
象
徴
と
し
て
意
識
さ
れ
た
と
結
論
e

つ

け
る
。

第
四
章
で
は
、
銘
文
の
内
容
で
は
な
く
文
字
そ
の
も
の
を
扱
い
、
春
秋
前

期
か
ら
中
期
に
か
け
て
、
粗
雑
な
文
字
か
ら
整
っ
た
文
字
へ
と
繁
化
す
る
こ

と
の
意
義
を
探
る
。
結
論
と
し
て
、
中
原
か
ら
南
方

・
東
方
地
域
に
お
い
て

西
周
以
来
の
書
程
が
崩
れ
、
新
た
な
書
程
が
出
現
し
た
と
す
る
。
こ
の
傾
向

を
著
者
は
、
青
銅
器
神
聖
化
の
方
向
を
示
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
し
、

青
銅
器
の
装
飾
化
と
平
行
し
て
文
字
の
装
飾
化
が
進
行
し
た
、
と
述
べ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
も
青
銅
器
に
封
す
る
意
識
の
安
化
を
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
見
解
を
通
し
て
、
終
章
で
は
春
秋
中
期
以
降
の
青
銅
器
の
繁
化

が
新
興
勢
力
の
進
出
に
よ
る
も
の
と
し
、
こ
の
様
な
傾
向
の
先
鞭
を
つ
け
た

地
域

|
i聞
方
地
域
の
北
側
ー
ー
が
、
楚
の
勢
力
下
に
組
み
込
ま
れ
た
地
域

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
著
者
は
こ
れ
ら
の
身
分
的
秩
序
の
解
健
が
楚
に

よ

っ
て
行
わ
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
が
、
直
接
間
接
を
問
わ
ず
楚
や
耳
目
の
外

屋
が
契
機
と
な

っ
て
奮
来
鐙
制
の
崩
壊
が
進
ん
だ
と
す
る
見
解
は
、
充
分
に

説
得
力
が
あ
ろ
う
。
最
後
に
、
こ
こ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
出
土
文
字
資
料
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の
世
界
と
文
献
史
料
の
世
界
と
の
接
勲
を
探
る
。
著
者
が
注
目
す
る
の
は
、

商
人
や
手
工
業
者
で
あ
る
。
彼
ら
が
図
政
を
左
右
す
る
だ
け
の
資
力
を
持

っ

て
い
た
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
戦
闘
期
都
市
が
後
達
す
る
地
域
と

春
秋
期
青
銅
器
の
繁
化
が
起
こ
っ
た
地
域
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
は
、
新
興

勢
力
の
中
心
に
商
人
や
手
工
業
者
の
存
在
が
あ

っ
た
こ
と
を
一不
す
、
と
徳
括

す
る
の
で
あ
る
。

第
二
部
で
は
、
戦
闘
時
代
の
都
市
と
い
う
場
所
に
つ
い
て
焦
黙
を
嘗
て
る
。

前
章
で
扱
っ
た
枇
舎
饗
動
か
ら
都
市
、
と
い
う
繋
が
り
に
つ
い
て
、
著
者
の

言
に
よ
れ
ば
、
春
秋
時
代
に
後
生
し
た
新
興
勢
力
が
移
住
し
、
新
し
い
秩
序

が
形
成
さ
れ
た
「
場
」
が
都
市
で
あ
る
、
と
い
う
。
こ
の
「
場
」
と
い
う
観

黙
に
立
脚
し
て
論
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。
順
を
追

っ
て
内
容
を
見
て
ゆ
こ

、
「
ノ
。第

一
章
は
、
出
土
文
字
史
料
を
悶
別
に
分
類
し
、
整
理
す
る
。
こ
の
種
の

先
駆
的
研
究
と
し
て
、
本
五
平
動
氏
の
「
戦
闘
題
名
概
述
」
が
あ
る
が
、
本
章

は
こ
の
李
論
文
を
、
最
新
成
果
を
も
と
に
翻
笑
し
た
も
の
で
あ
る
。
「概
述
」

後
に
後
表
さ
れ
た
膨
大
な
出
土
資
料
と
膨
大
な
個
別
研
究
を
駆
使
し
、
網
羅

的

・
怖
総
合
的
に
経
理
し
よ
う
、
と
い
う
の
が
嘗
章
の
目
的
で
あ
る
。
た
だ
し
、

出
土
資
料
は
い
わ
ゆ
る
「
物
勅
工
名
」
銘
を
有
す
る
も
の
に
限
定
す
る
。
こ

れ
は
、
官
の
命
令

・
統
括
系
統
を
よ
り
直
接
的
に
示
す
も
の
で
あ
り
、
制
度

に
直
後
附
わ
る
も
の
で
あ
る
が
故
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
各
図
の
鋳
造
組
織

の
比
較
を
行
い
、
官
僚
制
の
後
遠
の
差
異
を
倹
討
す
る
。
こ
れ
が
も
う
ひ
と

つ
の
目
的
で
あ
る
。

地
域
は
湾
・
斑
…

・
三
菅

・
楚

・
秦
の
五
つ
に
匪
分
す
る
。
著
者
が
最
も
注

目
す
る
の
は
三
耳目
地
域
と
、
そ
れ
以
外
の
周
透
地
域
と
の
差
異
で
あ
る
。
著

者
の
検
討
に
よ
る
と
、

三
耳
目
地
域
の
都
市
は
、
そ
れ
ぞ
れ
製
造
機
構
を
持
ち
、

し
か
も
そ
れ
は
、
中
央
政
府
か
ら
完
全
に冊倒
立
し
て
器
物
を
製
造
し
て
い
た

と
す
る
。
そ
こ
か
ら
三
奮
は
製
造
機
構
に
お
け
る
官
僚
制
的
整
備
が
最
も
進

ん
で
い
た
と
み
な
す
。

一
方
、
周
透
諸
園
に
お
い
て
は
、
貨
幣
の
統

一
化
・

兵
器
銭
造
の
中
央
(
王

・
相
邦
な
と
)
の
開
輿
な
ど
か
ら
、
強
力
な
図
家
権

力
の
存
在
を
想
定
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
結
論
を
具
鵠
的
に
検
諮
す
る
の
が
第
二
章
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
内

部
構
造
の
諸
相
、
特
に
都
市
住
民
の
動
向
に
焦
鈷
を
嘗
て
る
。
ま
ず
は
銅

器
・
陶
器
・
貨
幣
の
銘
文
か
ら
三
音
と
秦
と
の
比
較
を
行
う
。
三
音
の
製
造

機
構
の
特
色
と
し
て
、
中
央
政
府
直
属
の
兵
器
製
造
機
構
と
閤
都
を
統
治
す

る
令
の
兵
器
製
造
機
構
が
分
離
し
て
い
る
こ
と
を
翠
げ
、
奈
の
製
造
機
構
が

中
央
の
統
制
下
に
あ

っ
た
こ
と
と
は
釘
照
的
で
あ
る
と
す
る
。
そ
こ
か
ら
三

耳
目
都
市
は
、
秦
の
都
市
と
比
較
し
て
高
い
制
度
的
郷
立
性
を
有
し
て
い
た
と

す
る
。
次
に
、
こ
の
出
土
文
字
資
料
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
結
論
を
文
献
史
料

か
ら
も
讃
み
解
く
。
検
討
す
る
の
は
、
有
名
な
秦
と
韓

・
越
と
の
聞
に
起
こ

っ
た
上
誕
の
蹄
腐
問
題
に
附
す
る
事
件
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
非
常
に
よ

っ
て
園

都
と
の
交
通
を
遮
断
さ
れ
て
孤
立
し
た
斡
の
上
簸
の
吏
民
が
、
秦
に
降
ら
ず

に
越
に
回
附
属
し
た
た
め
に
、
長
平
の
戦
い
が
起
こ
る
遠
因
と
な
っ
た
事
件
で

あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
都
市
占
領
後
住
民
を
強
制
移
住
さ
せ
る
政
策
を
採

っ
て
い
た
秦
に
蹄
属
す
る
こ
と
は
、

三
耳
目
の
都
市
住
民
に
と
っ
て
は
都
市
の

自
立
的
鰻
制
の
解
稔
を
意
味
し
、
肉
質
的
続
制
を
持
つ
越
に
支
配
さ
れ
る
ほ

う
が
受
け
入
れ
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
、
と
す
る
。
で
は
、
な
ぜ
三
耳
目
諸
図

の
都
市
住
民
は
、
こ
の
よ
う
-な
主
慢
性
を
持
っ
て
い
た
の
か
。
そ
れ
は
、
貨

幣
の
郷
自
愛
行
な
ど
に
み
ら
れ
る
都
市
住
民
の
経
済
的
賓
力
に
起
因
す
る
と

い
う
。
著
者
は
商
人
・
手
工
業
者
の
存
在
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
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一
部
と
第
二
部
、
す
な
わ
ち
春
秋
時
代
と
戦
園
時
代
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
の
で

ホ

γ心
。

第
三
章
は
、
こ
れ
ら
の
知
見
を
元
に
、
二
つ
の
古
代
都
市
論
|
上
宇
都
宮

清
士
口
説
と
宮
崎
市
定
説
|
|
の
再
検
討
を
行
う
。
ま
ず
、
都
市
遺
跡
・
出
土

文
字
資
料
に
見
え
る
都
市
名
を
地
園
上
に
落
と
し
、
そ
の
分
布
を
検
討
す
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
河
南
省
の
中
部

・
山
西
省
の
南
部
に
都
市
の
密
集
が
確
認

さ
れ
る
。
ま
さ
に
一一一菅
地
域
そ
の
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
著
者
は
こ
れ
ら

の
考
古
資
料
か
ら
判
明
し
た
結
論
を
補
う
も
の
と
し
て
、
文
献
史
料
に
よ
る

検
討
を
行
う
。
問
題
は
、
考
古
資
料
か
ら
は
判
明
し
な
か
っ
た
三耳
目
地
域
周

濯
の
都
市
の
分
布
情
況
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
が
本
嘗
に
都
市
が
ま
ば
ら

な
地
帯
で
あ
っ
た
の
か
を
、

『史
記
』
・
『戦
園
策
』
の
説
話
資
料
か
ら
検
討

す
る
。
こ
こ
で
も
地
域
別
の
観
黙
を
導
入
し
、

『戦
闘
策
』
越
策
三
の
説
話

を
、
時
間
の
差
異
か
ら
地
域
の
差
異
と
い
う
税
黙
の
讃
み
替
え
を
園
り
、
斉

と
三
耳
目
地
直
に
お
け
る
都
市
の
穂
密
の
差
異
を
主
張
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
の

三
耳
目
地
匿
の
都
市
の
密
集
を
秦
の
進
出
過
程
か
ら
も
明
ら
か
に
す
る
。
秦
が

三耳
目
地
直
に
郡
を
設
置
す
る
の
が
遅
れ
た
の
は
、
多
数
の
大
都
市
の
抵
抗
を

受
け
た
た
め
、
と
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
比
較
し
て
速
や
か
に
郡
が

置
か
れ
た
斉
・
燕
・
楚
の
地
域
は
、
大
都
市
が
努
達
し
て
い
な
か
っ
た
、
と

結
論
づ
け
る
。
こ
の
三
菅
地
匿
の
都
市
後
遠
の
要
因
と
し
て
、
著
者
は
こ
の

地
が
交
通
路
の
要
所
に
嘗
た
っ
て
い
た
た
め
と
推
論
す
る
。
こ
こ
に
み
ら
れ

る
商
工
業
へ
の
高
い
許
僚
は
、
都
市
の
経
済
的
側
面
を
重
税
す
る
宇
都
宮
説

へ
の
再
評
債
を
促
す
。
す
な
わ
ち
、

宇
都
宮
説
と
宮
崎
説
の
相
違
は
、
封
象

と
す
る
地
域
の
差
に
よ
る
相
違
に
よ
る
も
の
へ
と
締
結
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
地
域
差
が
支
配
健
制
に
ど
の
よ
う
な
差
異
を
も
た
ら
し
て
い

た
の
か
。
前
章
で
は
出
土
文
字
資
料
か
ら
、

三
耳
目
都
市
は
中
央
政
府
に
封
し

て
濁
立
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
文
献
か
ら
う
か
が
え
る
の
は
、
中
央

が
都
市
に
釘
し
て
統
制
す
る
方
向
に
は
無
か
っ
た
と
し
、
こ
れ
よ
り
、

一一一菅

地
域
の
諸
問
家
は
都
市
を
燃
に
編
成
し
官
僚
制
的
に
支
配
し
て
い
た
が
、
濁

立
を
認
め
た
上
で
の
支
配
で
あ
っ
た
と
す
る
。
一

方
、
周
遜
地
域
、
特
に
秦

で
は
、
商
君
愛
法
に
よ
っ
て
小
集
落
を
合
わ
せ
て
燃
と
い
う
行
政
車
位
を
設

置
し
た
。
こ
れ
は
行
政
的

・
人
篤
的
に
各
集
落
を
統
制
す
る
も
の
で
あ
り
、

個
今
の
集
落
の
獅
自
性
は
全
く
考
慮
し
て
い
な
い
、
と
み
な
す
。
ま
た
、
商

工
業
者
に
封
す
る
抑
墜
も
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
周
漫
の
諸
園
に
お
い
て

は、

一
般
に
中
央
政
府
が
強
力
に
都
市
を
統
制
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
か

っ
た
と
結
論
づ
け
る
の
で
あ
る
。

終
章
で
は
、
秦
漢
帝
図
の
三
耳
目
都
市
の
支
配
健
制
と
、

三
E

目
都
市
住
民
の

自
立
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
統

一
秦
は
戟
図
秦
以
来
の
政
策
を
全
図
に
普

及
さ
せ
、
徹
底
さ
せ
た
。
始
皇
帝
の
行
っ
た
都
市
の
城
壁
の
破
壊
を
、
著
者

は
都
市
の
濁
立
性
の
否
定
を
意
味
す
る
と
み
な
す
。
ま
た
、
濁
自
の
兵
器
鋳

造
機
構
を
所
有
し
て
い
た
都
市
も
、
兵
器
の
波
牧
に
よ
り
そ
の
兵
器
製
造
権

限
を
も
失

っ
た
と
す
る
。非
常
は
始
皇
帝
の
波
後
、
各
地
で
反
乱
が
起
こ
り
瞬

く
開
に
崩
壊
す
る
。
こ
の
反
乱
に
お
い
て
、
主
健
的
な
役
割
を
揚
っ
た

「少

年
」
や
「
子
弟
」
を
都
市
住
民
と
み
な
し
、
秦
末
の
反
乱
は
都
市
の
反
乱
と

位
置
づ
け
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
釘
し
て
、
漢
は
、
秦
と
は
釘
照
的
な
政
策
を
採
る
。
著
者
は
漠
初

の
政
策
を
放
任
主
義
と
捉
え
、
都
市
に
釘
し
で
も
抑
歴
的
な
態
度
で
は
望
ま

な
か

っ
た
と
推
測
す
る
。
漢
代
の
燃
は
、
郡
や
固
か
ら
押
倒
立
し
て
固
有
の
機

能
を
有
し
て
い
た
と
い
う
指
摘
を
受
け
、
こ
の
郷
立
性
は
三一耳
目
の
豚
に
由
来

す
る
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
秦
帝
固
に
よ

っ
て
否
定
さ
れ
た
三
育
諸
園
の

制
度
や
精
一柳
は
、
漢
帝
園
に
よ

っ
て
積
極
的
に
受
け
繕
が
れ
た
と
す
る
の
で
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あ
る
。
俵
終
的
に
著
者
は
、
渓
帝
図
は
制
度
は
秦
よ
り
、
民
意
重
視
の
官
吏

任
用
・
官
僚
の
自
律
性

・
際
の
郷
立
性
は
三
耳目
よ
り
受
け
繕
い
だ
も
の
と
位

置
づ
け
る
。
つ
ま
り
、
漢
の
諸
制
度
は
淵
源
を
異
に
す
る
こ
つ
の
潮
流
が
あ

り
、
そ
れ
は
地
域
差
に
起
因
す
る
と
縛
括
す
る
の
で
あ
る
。

第
三
部
は
、
出
土
文
字
資
料
に
附
す
る
個
別
具
徳
的
な
研
究
を
集
め
た
も

の
。
ま
ず
第

一
章
は
文

・
戟
を
取
り
上
げ
、
兵
器
銘
文
に
関
す
る
考
察
を
行

う
。
手
法
は
第

一
部
第

一
章
と
ま

っ
た
く
同
様
に、

出
土
地
が
判
明
し
て
い

る
文
を
器
形
で
編
年
し
、
そ
の
後
に
出
土
地
不
明
の
文
を
編
年
し
、
そ
の
銘

文
を
検
討
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、

地
域
は
中
原
地
域
に
限
定
さ
れ
る
。

ま
た
時
期
匿
分
が
異
な
る
た
め
、
雨
者
の
比
較
が
し
に
く
い
の
は
惜
し
ま
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
著
者
が
注
目
し
た
の
は
、

「
用
文
」

/

「
造
文
」

の
銘
を
持
つ
も
の
の
差
異
で
あ
る
。
前
者
は
個
人
用
に
作
ら
れ
た
兵
器
と
す

る
が
、
後
者
は
官
職
名
を
記
す
も
の
、
図
君
名

・
氏
名
を
冠
す
る
も
の
、

地

名
を
冠
す
る
も
の
、
と
い
う
三
種
類
に
分
別
し
、
「
造
文
」
の
銘
を
も
っ
文

は
、
よ
り
賞
用
的
な
も
の
で
、
岡
家
の
軍
隊
に
供
さ
れ
る
兵
器
製
造
に
関
し

て
督
造
者
が
責
任
を
負
っ
た
こ
と
を
一不
す
も
の
と
す
る
。
春
秋
後
期
か
ら
戦

園
前
中
十
に
か
け
て
は
図
君
名
や
氏
名
を
冠
す
る
も
の
が
、
そ
れ
以
降
に
な
る

と
官
名
や
地
名
を
冠
す
る
も
の
が
主
流
に
な
る
と
い
う
傾
向
は
、
軍
の
中
核

が
春
秋
戦
図
の
交
を
期
に
氏
族
か
ら
郡
勝
へ
と
移
行
す
る
も
の
と
解
穫
す
る
。

第
二
章
は
附
臓
を
扱
う
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
術
胞
の
内
容
で
は
な

く
、
関
脇
に
書
か
れ
た
字
そ
の
も
の
で
あ
る
。
簡
般
の
後
見
は
、
古
代
の
内一

畿
が
目
に
見
え
る
形
で
現
れ
た
と
い
う
貼
で
劃
期
的
で
あ
る
が
、
こ
の
替
か

れ
た
文
字
そ
の
も
の
を
編
年
し
、
安
化
の
諸
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
嘗

章
で
の
目
的
で
あ
る
。
扱
う
期
間
は
戦
闘
時
代
か
ら
前
漠
時
代
ま
で
、

文
字

を
偏
や
芳
に
分
解
し
筆
法
や
字
形
か
ら
比
較
す
る
手
法
を
採
り
、
奈
の
天
下

統

一
に
よ
っ
て
文
字
が
統

一
さ
れ
、
そ
れ
が
渓
代
に
受
け
縫
が
れ
た
、
と
い

う
従
来
の
設
を
出
土
文
字
資
料
を
使
用
し
て
再
臨
認
す
る
。
た
だ
し
、
附
脳

の
出
土
地
域
が
前
渓
初
期
を
境
に
大
き
く
愛
わ
る
た
め
、

地
域
の
差
異
に
倒

し
て
は
こ
れ
を
問
題
と
し
て
い
な
い
。
戦
図
期
の
閉
山
川
は
楚
簡
が
中
心
で
あ

る
。
後
で
は
「
岡
林
」
を
主
穏
と
す
る
文
字
で
あ
る
が
、

一
方
、
楚
怖
が
出

土
し
た
岡
地
域
に
お
い
て
、
秦
統

一
後
ほ
ど
な
く
書
窮
さ
れ
た
と
思
し
い
睡

虎
地
秦
簡
で
は
、
一
勝
し
て
「
方
折
」
を
主
憶
と
す
る
文
字
へ
と
饗
化
す
る
。

秦
の
筆
記
文
字
の
「
方
折
」
化
は
、
青
川
木
舶
の
出
土
に
よ
り
時
期
は
戦
闘

中
期
に
ま
で
遡
れ
る
こ
と
が
確
賓
と
な

っ
た
が
、
著
者
は
そ
の
文
字
の
鱒
化

に
図
家
に
よ
る
「
指
導
方
針
」
を
想
定
す
る
。
す
な
わ
ち
秦
の
全
図
文
字
統

一
以
前
に
、
戦
図
秦
図
内
に
お
い

て
岐
に
文
字
統

一
を
完
了
さ
せ
て
お
り
、

始
皇
帝
の
文
字
統
一
は
そ
れ
を
全
闘
に
蹟
め
た
に
過
ぎ
な
い
、
と
す
る。

ま

た
、
文
字
の
「
方
折
」
化
の
要
因
は
、
穂
先
の
卒
ら
な
ひ
ら
筆
を
使
っ
た
こ

と
に
あ
る
と
推
測
し
、
用
具
に
針
す
る
配
慮
も
怠
ら
な
い
。

第
三
章
は
侯
馬
阻
害
を
取
り
上
げ
る
。
か
ね
て
よ
り
こ
の
盟
蓄
の
解
稼
を

巡
っ
て
活
溌
な
論
争
が
行
わ
れ
た
が
、
本
章
は
先
行
研
究
を
整
理
し
た
う
え

で
、
出
土
し
た
関
誓
遺
跡
全
憶
か
ら
、
そ
の
「
場
」
に
焦
黙
を
嘗
て
、
盟
誓

そ
の
も
の
の
性
格
を
論
じ
る
。
盟
書
の
公
開
が
徐
々
に
行
わ
れ
る
に
つ
れ
て
、

侯
馬
盟
蓄
が
前
五
世
紀
初
に
起
こ

っ
た
氾

・
中
行
の
乱
に
か
か
わ
る
盟
書
で

あ
る
こ
と
は
確
定
し
た
が
、
著
者
は
侯
馬

一
帯
を
耳
目
の
園
都
新
田
に
比
定
し
、

こ
の
盟
筈
遺
跡
を
耳
目
の
公
的
な
祭
杷
場
と
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
主

規
者
が
菅
定
公
で
あ
り
、
定
公
が
越
秋
の

一
族
や
瓜
田
侯
に
味
方
し
た
人
間
と

誓
盟
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
盟
警
に
よ

っ
て
、
定
公
は
不
安
定
な

自
己
の
足
場
を
固
め
、
越
川
駅
の

一
族
は
耳
目
君
を
頂
く
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
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に
な
っ
た
、
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。

第
四
章
は
雲
夢
陸
虎
地
秦
衡
に
つ
い
て
の
専
論
。
こ
こ
で
の
主
眼
は
出
土

し
た
秦
律
、
す
な
わ
ち
「
秦
律
十
人
種
」
「
数
律
」
の
編
纂
過
程
と
そ
の
性

格
を
究
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
「
数
律
」
の
編
纂
過
程
に
闘
し
て
は
、

「
放
律
」
の
内
容
に
「
秦
律
十
人
種
」
の
「
倉
律
」
と
同
内
容
の
候
文
が
あ

る
こ
と
に
注
目
し
、
「
数
律
」
は

「倉
律
」
を
節
略
し
取
り
込
ん
だ
も
の
と

す
る
。
こ
れ
よ
り

「致
律
」
は
、
他
の
律
か
ら
汲
生
し
て
作
成
さ
れ
た
律
で

あ
る
と
結
論
す
る
。
さ
ら
に
「
放
律
」
と
「
倉
律
」
に
お
け
る
用
語
の
差
は
、

秦
律
が
増
補

・
再
編
さ
れ
る
際
に
も
古
い
律
は
用
語
の
改
定
な
ど
を
せ
ず
に

そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
た
こ
と
に
因
る
、
と
す
る
。
一

見
候
文
の
寄
せ
集
め
に

み
え
る
「
秦
律
十
人
種
」
は
、
内
容
を
検
討
す
る
と
全
て
が
内
史

・
豚
・
都

官
の
官
吏
に
閲
す
る
候
文
で
あ
り
、
こ
れ
を
各
律
か
ら
抜
き
書
き
し
ま
と
め

た
も
の
、
と
い
う
結
論
を
導
き
出
す
。
た
だ
、
南
郡
治
下
に
お
い
て
出
土
し

た
秦
律
に
、
京
師
を
所
轄
す
る
内
史
が
関
係
す
る
の
は
、
制
定
時
の
用
語
が

そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
た
た
め
で
、
放
に
内
史
は
郡
に
讃
み
替
え
ら
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
す
る
。

第
五
章
は
封
泥
を
取
り
上
げ
る
。
こ
こ
で
は
封
泥
全
般
、
で
は
な
く
、
東

京
圏
立
博
物
館
所
裁
の
封
泥
を
扱
う
。
東
京
圏
立
博
物
館
所
蔵
の
封
泥
は
、

か
の
陳
介
棋

『封
泥
孜
略
」
所
牧
の
も
の
の
大
部
分
を
含
ん
で
い
る
こ
と
で

知
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
の
封
泥
を
使
用
法
に
よ

っ
て
分
類
す
る
。
使
用

法
の
解
明
は
、
封
泥
の
形
状
の
み
な
ら
ず
、
中
国
で
出
土
し
た
検
の
形
朕
を

参
照
し
な
が
ら
考
察
さ
れ
る
。
近
年
、
統
一
秦
の
封
泥
が
公
開
さ
れ
皐
界
の

注
目
を
浴
び
て
は
い
る
が
、
封
泥
の
印
面
の
み
な
ら
ず
裏
面
や
側
面
の
穴
の

形
状
ま
で
検
討
せ
ね
ば
、
封
泥
研
究
は
草
な
る
官
職
の
羅
列
に
終
わ
る
こ
と

と
な
ろ
う
。
賓
物
を
賓
見
す
る
こ
と
の
強
み
と
い
う
も
の
が
、
こ
の
章
か
ら

存
分
に
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
章
は
、
秦
漢
の
陶
文
の
出
土
概
要
・
研
究
の
整
理
を
行
う
。
こ
こ
で

は
、
陶
文
を
押
印
・
刻
董

・
書
{
烏
に
分
類
し
、
書
式
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
、

あ
わ
せ
て
先
行
研
究
の
紹
介
が
行
わ
れ
る
。

本
書
を
通
讃
し
て
、
ま
ず
感
じ
ら
れ
る
こ
と
、
そ
れ
は
始
め
か
ら
終
わ
り

ま
で
貫
か
れ
る
「
手
堅
さ
」
で
あ
ろ
う
。
そ
の
手
堅
さ
が
最
も
顕
著
に
あ
ら

わ
れ
て
い
る
の
は
、
出
土
文
字
資
料
の
網
羅
を
基
と
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

金
文
や
筒
臆
な
ど
、
銃
に
担
倒
立
し
た
研
究
分
野
が
確
立
し
て
い
る
領
域
の
み

な
ら
ず
、
数
個
の
文
字
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
兵
器
銘
文
や
封
泥
を
も
一
括

し
、
庚
く
出
土
文
字
資
料
と
し
て
扱
っ
た
こ
と
は
、
新
た
な
研
究
分
野
を
切

り
開
い
た
も
の
と
許
債
で
き
る
。
そ
れ
に
は
無
論
東
洋
史
撃
の
み
な
ら
ず
、

考
古
拳

・
古
文
字
撃
の
手
法
を
熟
知
し
た
オ
l
ル
ラ
ウ
ン
ダ
l
に
し
か
で
き

な
い
研
究
領
域
で
あ
る
こ
と
は
、

雪一
ロ
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う。

こ
の

資
料
の
網
羅
に
裏
づ
け
ら
れ
た
個
々
の
論
誼
は
、
極
め
て
堅
賓
で
あ
る
が
故

に
高
い
説
得
性
を
具
備
し
て
い
る
。
無
論
、
多
少
の
例
外
は
今
後
新
た
に
出

現
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
書
の
論
旨
を
根
底
か
ら
覆
す
よ
う
な

新
愛
見
が
あ
る
可
能
性
は
、
か
な
り
低
か
ろ
う
。

石
橋
を
叩
い
て
い
く
の
は
、
な
に
も
資
料
の
網
羅
に
限
っ
た
こ
と
だ
け
で

は
な
い
。
論
の
展
開
に
も
そ
れ
は
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
資
料
に

語
る
だ
け
語
ら
せ
た
後
、
文
字
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
餌
酌
す
る
。
そ
し
て
、

最
後
の
最
後
に
従
来
文
献
が
諾
っ
て
き
た
内
容
に
、
異
な
っ
た
角
度
か
ら
の

解
務
を
試
み
、
新
た
な
切
り
口
を
提
示
す
る
。
し
か
も
そ
こ
に
は
、
雨
者
を

安
易
に
リ
ン
ク
さ
せ
よ
う
と
す
る
怒
意
的
な
解
務
は
、
決
し
て
み
ら
れ
な
い
。

か
と
い
っ
て
、
出
土
文
字
資
料
の
み
に
沈
溺
す
る
よ
う
な
姿
勢
も
み
ら
れ
な
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ぃ
。
文
字
資
料
の
内
容
と
文
献
史
料
の
内
容
は
各
々
巌
然
と
峻
別
さ
れ
、
雨

者
の
篠
合
は
緩
め
て
慌
重
に
執
り
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
出
土
文
字
資
料
の

世
界
を
確
立
さ
せ
る
と
い
う
命
題
に
、
本
書
は
態
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
本
書
の
特
色
は
、
地
域
差
と
い
う
硯
黙
を
導
入
し
、
そ
の
有
妓
性

を
示
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
第
一
部
に
お
い
て
は
、
春
秋
時
代
の
枇

曾
印刷
民
動
の
地
域
・
時
期
を
特
定
し
、
そ
れ
が
楚
の
北
上
に
由
来
す
る
と
し
た

こ
と
は
、
大
き
な
成
果
と
言

っ
て
よ
い
。
さ
ら
に
そ
の
枇
含
愛
動
に
お
い
て
、

文
献
史
料
で
は
決
し
て
表
舞
蓋
に
は
出
て
こ
な
い
商
工
業
者
が
主
程
的
な
役

割
を
捻
っ
て
い
た
と
す
る
の
も
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
商
工
業
者
を
都
市
住
民

と
し
て
「
意
思
形
成
」

・
「
輿
論
形
成
」
を
行
っ
て
き
た
と
位
置
づ
け
る
の
は
、

春
秋
時
代
と
戦
図
時
代
を
通
観
す
る
上
で
、
新
た
な
視
黙
を
得
る
こ
と
に
な

っ
た
。
地
域
性
と
い
う
覗
黙
は
、
第
二
部
に
お
い
て
よ
り
活
用
さ
れ
て
い
る
。
著

者
は
、
三
菅
地
域
の
地
域
性
に
着
目
し
、
周
透
地
域
と
の
地
域
差
を
浮
き
彫

り
に
し
た
。
都
市
の
粗
密
が
、
三
菅
地
域
と
周
溢
地
域
の
差
異
を
も
た
ら
し
、

結
果
と
し
て
都
市
が
後
達
し
た
三
耳
目
地
域
に
お
い
て
は
、
住
民
の
自
立
性
が

養
わ
れ
、
中
央
椛
カ
に
針
し
て
も
一
定
の
濁
立
性
を
有
し
、

一
方
、
秦
に
お

い
て
は
中
央
集
機
的
な
都
市
の
支
配
が
行
わ
れ
た
、
と
い
う
指
摘
は
、
都
市

の
支
配
に
つ
い
て
戦
園
時
代
に
お
い
て
二
つ
の
傾
向
を
想
定
す
る
こ
と
と
な

る
。
従
来
の
秦
漠
帝
図
研
究
で
は
、
主
に
史
料
の
偏
り
に
も
由
来
す
る
の
で

あ
る
が
、
戦
図
秦
か
ら
統

一
茶
を
経
て
淡
と
い
う
時
間
軸
を
以
て
考
察
が
積

み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
著
者
は
、
例
え
ば
官
吏
登
用
制
度
に
閥
し

て
は
、
三
耳
目
か
ら
漢
へ
と
受
け
縫
が
れ
た
と
い
う
見
解
を
一
不
す
。
本
書
で
強

調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
秦
か
ら
漢
と
い
う
流
れ
と
三
音
か
ら
漢
と
い
う
流
れ

で
あ
る
。
む
し
ろ
許
者
に
は
後
者
を
強
調
し
、
秦
と
漢
と
の
開
に
は
大
き
な

断
絶
が
あ
る
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
。
秦
と
渓
と
の
断
絶
、

と
い
う
観
黙
は
、

一茶
渓
帝
固
と
い
う
呼
稽
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
秦

漢
を
逮
捕
制
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
て
き
た
従
来
研
究
に
封
し
て
、

根
本
か
ら
疑
義
を
提
起
し
た
と
見
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
も
そ
も
、
か
ね
て
よ
り
著
者
が
研
究
の
封
象
と
し
て
い
た
の
は
、
戦
園

(l
)
 

か
ら
秦
漢
に
い
た
る
ま
で
の
官
僚
制
研
究
で
あ
っ
た
。

一
連
の
論
考
の
中
で
、

著
者
は
官
僚
の
自
律
的
側
面
を
注
視
し
、
彼
ら
の
主
鰻
的
な
働
き
か
け
を
主

張
し
て
い
た
。
官
僚
制
機
構
は
専
制
君
主
の
隷
属
物
と
無
僚
件
に
み
な
さ
れ

て
い
た
こ
と
へ
の
再
検
討
を
提
唱
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
び
本
書
に
お
い

て
、
そ
の
自
律
的
な
官
僚
の
淵
源
を
三
菅
の
都
市
の
自
立
性
に
求
め
、
雨
者

は
結
び
つ
け
ら
れ
た
。
著
者
が
一言
う
民
意
尊
重
の
官
吏
登
用
制
機
構
は
、

三

耳
目
都
市
の
自
立
的
な
風
土
よ
り
形
成
さ
れ
た
も
の
、
と
い
う
結
論
は
、
要
す

る
に
官
吏
登
用
制
が
後
達
し
た
の
は
、
中
央
集
権
的
な
図
家
権
力
が
設
達
し

な
か
っ
た
地
域
に
お
い
て
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
図
家
権
力
と
官
僚
制
機
構
の
関
係
は
切
り
離
し
て
考
え
る
べ
き

で
あ
る
、
と
い
う
著
者
の
主
張
が
、
そ
こ
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

で
は
、

こ
れ
ら
の
指
摘
は

「秦
漠
帝
図
の
新
た
な
位
置
づ
け
」
(
一
四
頁
)

に
ど
う
関
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
出
土
文
字
資
料
を
使
用
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
文
献
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
て
き
た
銃
存
の
論
は
ど
の
よ
う
に
改

め
ら
れ
の
か
、
ま
た
は
雨
者
は
整
合
的
に
解
稗
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
か
。

こ
れ
を
論
じ
て
は
じ
め
て
、
出
土
文
字
資
料
の
世
界
と
文
献
史
料
の
世
界
と

の
緑
誼

・
止
揚
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
正
直
、
許
者

に
は
若
干
の
物
足
り
な
き

l
l石
橋
は
叩
い
た
が
果
た
し
て
橋
を
渡
り
き
っ

た
の
か
ー
ー
が
残
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
以
下
、
評
者
の
関
心
と
す
る
と

こ
ろ
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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従
来
、
官
僚
制
愛
達
と
官
制
整
備
と
の
関
係
は
、
専
制
園
家
形
成
論
の
な

か
で
暖
昧
に
扱
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
君
主
の
権
力
伸

張
の
過
程
と
い
う
観
黙
か
ら
い
え
ば
、
雨
者
は
表
裏
一
億
の
関
係
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
園
家
権
力
が
弱
い
地
域
に
お

い
て
官
僚
制
が
後
達
し
た
と
な
れ
ば
、
そ
の
前
提
自
慢
が
問
い
直
さ
れ
る
こ

と
を
意
味
し
よ
う
。
特
に
、
園
家
権
力
の
弱
か
っ
た
三一
耳
目
と
、
秦
か
ら
制
度

を
受
け
繕
い
だ
漢
を
結
び
つ
け
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
な
ら
ば
、
雨
者
に

お
け
る
君
主
権
力
の
強
度
の
差
異
と
い
う
も
の
は
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
に

論
じ
ら
れ
る
べ
き
な
の
か
。
古
代
に
お
け
る
園
家
権
力
と
官
僚
制
と
の
、
さ

ら
に
、
複
雑
化
す
る
と

い
う
官
制
と
の
閥
係
に
つ
い
て
の
説
明
が
、
新
た
に

必
要
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
著
者
は
秦
と
漢
の
聞
に
断
絶
が
横
た
わ

っ
て
い
る
、
と
い
う
認
識

を
示
さ
れ
た
。
で
は
、
漢
は
そ
の
地
域
差
を
ど
の
様
に
克
服
し
た
の
か
、
と

い
う
問
題
が
さ
ら
に
生
じ
て
こ
よ
う
。
著
者
は
秦
を
統

一
的

・
中
央
集
権
的

と
捉
え
、
い
わ
ば
一
元
的
な
支
配
龍
制
を
採
用
し
、
一
方
、
漢
は
三
一
耳
目
以
来

の
都
市
の
個
々
の
濁
立
性
を
容
認
す
る
支
配
健
制
を
採
っ
て
い
た
、
と
論
じ

た
。
つ
ま
り
こ
れ
は
、
漢
の
一二
耳
目
支
配
で
あ
っ
て
、
漢
の
他
地
域
支
配
に
は

鯛
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
漢
が
三
耳
目
の
支
配
方
法
を
全
中
園
に
適
用
し
た
か
、

そ
れ
と
も
そ
の
地
域
に
合
し
た
支
配
鵠
系
を
採
っ
て
い
た
か
は
、
こ
れ
だ
け

で
は
未
だ
明
ら
か
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

こ
こ
で
第
三
部
第
四
章
の
秦
律
の
議
論
を
思
い
出
し
た
い
。
秦
律
は
他
郡

に
お
い
て
は
準
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
著
者
は
結
論
し
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
内
史
管
轄
下
と
郡
管
轄
下
と
で
は
律
の
運
用
が
異
な
っ
て
い
た

こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
地
域
差
を
克
服
し
よ
う

と
い
う
姿
勢
は
、
秦
律
の
中
に
既
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
な

る
と
、
統

一
的
と
い
う
秦
の
イ
メ
ー
ジ
自
鐙
を
聞
い
直
す
必
要
も
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
イ
メ
ー
ジ
ば
か
り
が
先
行
し
、
開
中
と
三
育
と
い
う
著
者
が
確
立

し
た
地
域
差
と
い
う
頑
結
を
離
れ
て
、
秦
か
ら
漢
と
い
う
王
朝
の
性
格
そ
の

も
の
へ
と
論
が
展
開
し
た
と
き
、
新
た
な
二
元
論
に
陥
る
危
険
性
を
苧
ん
で

い
る
よ
う
に
評
者
に
は
感
じ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
は
無
論
わ
れ
わ
れ
後
進
の
課
題
で
も
あ
る
。
秦
漢
帝
図
研
究
に
新

た
な
税
角
を
提
示
し
た
本
書
の
債
値
が
減
ぜ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
著
者
が
押
し
進
め
ら
れ
た
線
括
的
な
視
角
か
ら
、
こ
の
分

野
の
議
論
に
深
化
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
、
評
者
は
何
よ
り
も
期
待
し
て

いヲ心
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
普
及
は
、
奮
来
の
研
究
手
法
を

一
獲
さ
せ
た
。
『
四

庫
全
書』

や

『四
部
叢
刊
』
の
全
文
テ
キ
ス
ト
が
公
開
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
を
渉
猟
す
れ
ば
文
献
だ
け
で
は
な
く
、
出
土
文
字
資
料
の
テ
キ
ス
ト

デ
ー
タ
も
簡
単
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
=
与
上
に
て
キ
ー
ワ
ー

ド
検
索
も
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
同
じ
「
文
字
」
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
、

と
い
う
黙
で
、
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
化
さ
れ
た
出
土
文
字
資
料
が
、
文
献
史
料

と
同
じ
土
俵
の
上
で
論
じ
ら
れ
る
危
険
性
は
い
ま
ま
で
以
上
に
増
加
し
て
お

り
、
賓
際
、
出
土
文
字
資
料
の
分
析
を
怠
り
、
結
果
と
し
て
誤
っ
た
方
向
へ

と
論
旨
が
展
開
し
て
ゆ
く
論
文
も
、
ま
ま
見
受
け
ら
れ
る
。
本
書
に
お
い
て

特
筆
す
べ
き
黙
な
の
は
、
そ
う
し
た
逸
脱
が
み
ら
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
に

重
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
理
由
は
、
著
者
が
「
資
料
の
摘
み
食
い
」
を
ひ
た

す
ら
戒
め
、
そ
の
文
字
が
何
に
書
か
れ
た
か
、
そ
の
文
字
が
何
故
金
百
か
れ
た

か
、
と
い
う
こ
と
を
徹
底
追
及
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、

出
土
文
字
資
料
の
限
界
を
わ
き
ま
え
る
、
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
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今
後
も
陸
続
と
楠
加
の

一
途
を
辿
る
山
十
文
字
資
料
の
終
迎
に
研
究
者
は

忙
殺
さ
れ
、
線
鰭
的
に
出
土
文
字
資
料
を
扱
う
こ
と
を
さ
ら
に
困
難
に
し
て

い
る
。
必
然
的
に
、
こ
の
こ
と
は
本
書
で
扱

っ
て
い
る
資
料
鮮
が
古
く
な
っ

て
ゆ
く
、
と
い
う
こ
と
も
意
味
す
る
。
し
か
し
、
出
土
文
字
資
料
の
性
格
を

知
る
た
め
の
、
限
界
を
知
る
た
め
の
方
法
を
考
え
る
際
、
常
に
立
ち
返
る
債

値
を
本
書
は
有
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
た
ろ
う
か
。
本
奮
を
涌
一
読

す
れ
ば
、
行
論
の
似
品質
さ
が
出
土
文
字
資
料
の
背
後
に
あ
る
落
と
し
穴
を
巧

み
に
避
け
て
い
る
様
に
、
誰
し
も
が
た
ち
ど
こ
ろ
に
気
づ
く
は
ず
で
あ
ろ
う

か
ら
。

浅
製
ゆ
え
の
曲
解
や
誤
解
も
多
分
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
が
、
な
に
よ
り

も
、
こ
の
州

い
文
が
本
書
の
摘
み
食
い
に
な

っ
て
は
い
な
い
か
、
と
評
者
は

限
れ
る
。
著
者
の
こ
海
谷
を
切
に
願
い
た
い
。
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